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開館時間 ： ９：００～１７：００（入館は1６：３０まで）

入 場 料 ： 大人（中学生以上）３６０円・小人（５歳以上）２００円

休 館 日 ： 年末（１２月２９日～１２月３１日）

※各企画展の詳細については内容が決定し次第、ホームページ等で随時公表していきます。
※都合により企画展のタイトルを含めた内容及び会期を変更する場合がございます。ご了承ください。

「いまは物騒な世の中」と言われて久しい気もしますが、江戸時代の岡崎においてももちろん、さまざまな事件
が庶民の間で起こっていました。当時の人々が事件について書きとめた古文書から、現代に生きるわれわれ
は当時の町や村の生活の様子の一端を伺い知ることができます。
本展では、江戸時代の岡崎の人々が書いた古文書をとりあげ、その中に記された事件や争論から、当時の
「岡崎人」の生活を覗いてみようと思います。

特別展示室　及び　１階展示室

展覧会名称
会期

今回の展示では漆塗りや柄の皮・糸巻き・目貫といった金属類など、工芸技術が集約された拵の魅力そのも
のに焦点をあて紹介します。また、現代の職人の手で作られた作品も展示し、今日にも受け継がれている技術
を目で見て感じていただければと思います。

　　平成30年度下半期企画展示予定（特別展示室・１階展示室）

三河武士のやかた家康館

江戸時代の食～発展を遂げた生活・文化～

今回の企画展では、浮世絵や食品サンプル、パネルなどを通じて、東海道の名物や徳川家康ゆかりの食を紹
介していきます。また、武家の調度品や岡崎城跡の出土品から、江戸時代の膳と食器を取り上げて、展示して
いきます。
江戸時代に発展を遂げ、現代へと脈々と受け継がれていった食の文化に、興味を持つきっかけとなれば幸い
です。

拵～刀装具の美～

古文書に見る岡崎人の事件記録


